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全
国
的
な
少
子
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
で
、
本
市
の
市
立
小
中

学
校
に
お
い
て
も
一
部
の
小
学
校

が
統
合
の
対
象
と
さ
れ
た
児
童
数

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
ま
た
一
部

の
中
学
校
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ

た
１
学
年
３
学
級
未
満
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
10
月
に
設
置
さ
れ
た
「
下
妻
市

立
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
６
回
の
会
議
の
中
で
検
討
が

重
ね
ら
れ
、
令
和
７
年
２
月
25
日

に
検
討
結
果
で
あ
る
「
下
妻
市
立

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
基

本
計
画
(
案
)」
が
教
育
委
員
会

へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
計
画
(
案
)
を
も

と
に
、
児
童
生
徒
数
の
見
通
し
や

市
民
の
意
向
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配

置
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

「
下
妻
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
基
本
計
画
」
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

　
計
画
(
案
)
の
概
要
に
つ
い
て
、

広
報
し
も
つ
ま
５
月
号
(
今
月
号
)

と
７
月
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
数
の
推
移

　
小
学
校
に
お
け
る
市
全
体
の
児

童
数
は
、
平
成
17
年
は
２
,
７
４

０
人
で
し
た
が
、
令
和
５
年
に
は

１
,
７
９
１
人
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
の
減
少
率
が
高

か
っ
た
学
校
は
、
大
形
小
学
校
が

51
・
１
％
(
１
１
４
人
の
減
少
)、

総
上
小
学
校
が
46
・
０
％
(
93
人

の
減
少
)
で
し
た
。

　
中
学
校
に
お
け
る
市
全
体
の
生

徒
数
は
、
平
成
17
年
は
１
,
４
６

３
人
で
し
た
が
、
令
和
５
年
に
は

９
７
５
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
学
校
別
の
減
少
率

は
、
下
妻
中
学
校
が
33
・
０
％
、

東
部
中
学
校
が
40
・
８
％
、
千
代

川
中
学
校
が
22
・
２
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
25
年
に
は
、
市
全

体
の
児
童
数
は
１
,
０
６
２
人
ま

で
減
少
し
、
生
徒
数
は
５
３
５
人

ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒
数
の
減

少
傾
向
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
維
持
す
る
た
め
、
将
来
を
見

据
え
た
小
中
学
校
の
適
正
規
模
適

正
配
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

適
正
規
模 

適
正
配
置
の

基
本
的
な
考
え
方

　
小
中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配

置
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校

規
模
や
学
級
規
模
(
１
学
級
の
人

数
)、
学
校
施
設
の
状
況
、
通
学

距
離
、
学
校
の
位
置
な
ど
様
々
な

視
点
か
ら
整
理
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
学
校
は
、
教
育
(
学
び
)
を
提

供
す
る
場
所
で
あ
り
、
学
び
の
内

容
が
適
切
で
あ
る
こ
と
は
、
望
ま

し
い
教
育
環
境
の
創
出
を
図
る
た

め
の
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
学
び
の
場
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
学
び
の
環
境
、
学
び
の
場

も
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
創
出
を

図
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
望
ま
し
い
教

育
環
境
を
創
出
す
る
う
え
で
の
要

件
を
整
理
し
ま
し
た
。(
資
料
参

照
)

適
正
規
模
の
基
準

　
学
校
の
適
正
規
模
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
望
ま
し
い
教
育

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
に
質
の
高
い
教
育
が
提

供
で
き
る
か
を
重
視
し
、
設
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在

の
本
市
の
小
中
学
校
の
適
正
規

模
の
基
準
は
、
小
学
校
が
「
１

学
年
２
学
級
以
上
、
全
体
で
12

学
級
以
上
」、
中
学
校
が
「
１
学

年
３
学
級
以
上
、
全
体
で
９
学

級
以
上
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
準
を
も
と
に
、
国
や

県
の
適
正
規
模
の
基
準
、
本
市

の
児
童
生
徒
数
の
状
況
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え

て
検
討
し
、
新
し
い
適
正
規
模

の
基
準
を
整
理
し
ま
し
た
。

望ましい教育環境の創出に
向けた優先順位

12 学級以上（1学年 2学級以上）

市立小中学校適正規模 適正配置基本計画（案）未来の子どもたちのために

通学距離や通学時間が児童生徒にとって
過度な負担でないこと
通学路の安全性が考慮されていること

学校施設の耐用年数や耐震化に大きな
問題がないこと
多様な学習を提供するための教室、
その他学校施設が不足していないこと

小学校と中学校の近接性やまちづくり
との連動性が確保できること
浸水想定区域等の災害リスクが考慮さ
れていること

優先順位１

学びの内容＝教育内容

学校規模の縮小による教育活動の制約
が大きくないこと
個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実が期待できること

優先順位２

学びの場へのアクセス＝通学環境

優先順位３

学びの環境＝教育施設環境

優先順位４

学びの場＝立地環境

小学校の適正規模の基準

中学校の適正規模の基準

９学級以上（1学年 3学級以上）

※

計
画
(
案
)
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

< 資料 >

児童生徒数の推移

小学校中学校

※写真はイメージです

※

７
月
号
で
は
、
学
校
の
適
正
配
置
の
条
件
や
在
り
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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